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協議会名： 喬木村地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

北部タクシー（有）
氏乗線（第５・６便）
矢筈こんにゃく～飯田駅前

高齢者に対してバスの利用促
進を行うことから、新規の65歳
以上の村民の利用を28名程度
見込んで目標利用設定並びに
計画の策定を行った。

関連して、バス利用方法等につ
いて、後期高齢者の医療制度
説明会で毎月説明を行った他、
高齢者の集会でも説明を行っ
た。
その他、中学３年生の保護者
向けにバス利用に関するチラ
シを配布した。

また、利用目標者数の推計に
際しては新型コロナウイルス感
染症の影響を考慮した。

A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施された

C

目標利用人数3,085人に対
して、利用者は2,372人と目
標値の76.9%となった。
65歳以上の村民の方に発
行する無料パスは83名から
申請があり新規利用につな
がった。
一方で、目標利用人数が達
成できなかった主な原因と
しては、新型コロナウイルス
感染症の影響による外出及
び公共交通機関の利用控
えと思われる。
目標利用人数の推計の際
には利用者のうち５%程度が
利用減となることを想定して
いたが、推計よりも大幅な
利用減となった。

実績は以下のとおり。
（括弧内は、村内在住65歳
以上の利用者）
【氏乗線】
R２：2,575人（1,596人)
R３：2,372人（1,212人)

新型コロナウイルス感染症の
感染防止策として、利用者への
体温計測やマスク着用、消毒
液の噴霧を徹底する。
また、感染対策をバス内で徹底
しており、安心して利用できる
旨を周知する。

高齢者の利用促進を図るた
め、引き続き、高齢者の集会等
において、無料パスやバス利
用方法の周知を行う。また、毎
月1回の後期高齢者医療制度
の説明会においても周知する。
加えて、自身が利用する便を分
かりやすくまとめた「マイパス
ポート」の作成支援を行うこと
で、継続的なバス利用者の増
加を図る。

高校進学予定の中学３年生に
対し、更なる利用促進のためバ
ス利用に関する周知を実施す
る。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況


